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1 , 安金上のごミ主意 


こに示したホ S ♦巧は、ち®たをちがに巧止ずるために$巧な巧 S て-すの T 、 がす守って< ださい。 


A 警告 
A ミ主意 


人が死亡また化を R う巧(!£なが田(五 
される内咨。 

人が1•占を ft う巧 fie な及び巧の》占のみ 
か巧ちがな更される内容。 




® 0£^ i 3. r な止 K しむいで i た-さい） 
S 而します ♦ 

(1^. ちは、 r 扭 Hjf おすして d た—さい） 
を元します ♦ 



A 警 

化 



♦理巧がちな外け、«対1こか W レたり， 

#理-な*をおこなわない T ください。 

■ f * した y . しでけが4•す*ことが 

*り±ホ， 

0 

子 w だけで氏巧ませたり、 W ちめ手め店 
<ヒこモでを巧しないでください。 

♦〜. tl す ど-けが*1 * 田れが R り古1 - 


ホ.につけたり、水巧け flaw ホにホ.をかけ 
たりしないで < ださい。 

> ヨー ド.《 ■のがモ 

卿 

a れ t 丰で忙わないで < ださい- 
♦» tT 。 巧れが&り王す* 

S ) 

た-子 ンなどの巧か扫の方 <. か*， 

じ《うたん S ホーブルク□スなビのおに 
田 L 、巧の上.で tt 吊しないで下さい。 

■*s の田： K が'击り i す， 

Q 

引お巧のもの<ザシリン、 y け一、 

〜ンジンち)やスプレー由などの巧く T 
巧吊しない T < ださし、 

•«". 圳化のがじ。りけ。 

① 

ホが 15 AW 上のコンセントを<巧 Tffi 用して < ださい。 

■t の田 H とな H す古 t BWf »して:*かす古こどが*り1す， 

J 


r 

A 注 

J 骨 

1 

① 

#&プラヴを巧くヒ3は、>巧コード t 
巧たすじか了#&ブラヴが分を t つてコ 
ンでントから引否な:いてください。 

■田«やシゴ—卜して**す古5とが化り41 ■ 

Q 

■ H ： □— ドや* ii プうヴが■んでいた 
り、コンブ：>卜め S し曲みがかるいと 
さは记巧しないでくださレ、 

♦凤. シゴ^卜 ■ R 化の M の 1己たり 古 

Q 

■^*コードモ'»つけにり，か«さ甘た！■ん 
化工し t り，ホ11にかけにリ，引ぅ} f ぅ 
たん t なわ ty . ■いものをの甘たり. 
はさみ：込んだりしないで < ださい。 

■■H = — ドが 田 f し. お巧‘ 由 ■の SB となり 

3 T . 

を 

巧用巧ぶか U ， ち&ブ 5 ヴそコンセント 
かを巧いてください。 

♦\ ホがかか \ サビ， 占 UIWfK によ 4 E 1：. ■■化の 
の#だに な W 壬 T * 


5巧1 mviy かの It 化 IU しな:い T 
吃ださい。 

•甘 ■- KSmSHtRygf ， 

S) 

ち达ブラヴにビンみ3ミなビをけ*させた 
まち巧用しなぃでくださし、 

A 化 •ぶ.1 シュ— 卜の巧 田 1こむり i す C 

① 

a 込プラブをコ卜に g し达じ 》， 

ホイマーが f の J の垃■にちち事をおす巧 
反してください。 

• a レ由 u けに， KtE が T 巧り t ーターが 
ん な->てやけ.ど 43' 古 Iff * り i 3'圓 

Q 

ブラヴの田き5しによ4■おの A 口 
を行わないでください- 

♦ fl 化プ 3 ブの巧巧が H んだルのがつたり心て 
がの占田にいけす。 

























/!\ま意 

① 

S けが SH、SA した!*吉、卞中に申イ 
了一 4 口]り、■田；プラヴ&田いて<ださ 

い， 

•■止 J11 巧居とな， 壬 TVBT 、 占を 申 a ,。 いで 
<ださい ■ 化をかげ由い'で'< ださい ■ 

( S ) 

'下 t — 女一の上て -ffl 巧じなかむ t 、で < だ 
ちい 。面の t — ホー に A け t 巧さけな 
いで < ださし、 

♦お化 4*. **の.5因 k な’ yj す。 

① 

J# 込ブラグはコ > でント に 巧5¢じ»し达 
んで <ピさい。 

♦ g レ& ホが 甲をぃプ7ヴか コードが 
jftcof つ t ■ん かお巧ぶ m -な •夕 

を 

巧巧中に巧1した巧け.タイマー tnjjj 
のの■にして.そ込ブラグ*コンわント 
から巧いてくだをい。 

« A 化かの巧田じむり S す 0 


巧 W ホで巧 JIJSA 口をな flWfi <：なってい 
までので ，あ手ぶかの 1 が向こはらをい 
で < :ピさい。 

♦MiTFm 下かけどの P 居とな V t す。 

( S ) 

ふた &M けた正 aa んだけ、 SB しない 
でくだをい. 

■ tL ふ t が n じ TS 甲牛ホはさむマ B たがわリ 
けも描 T す。 

0 

よた，ホちけ皿をありみしての satt 口し 
ないで i ださし、 

♦ヒーさ一に* (IT ホけど电レた V， の田 田 
け ■け f . 

G 

巧ちホ凹田のちち干ちちを g 吊で巧吊し 
ないでください。 

じふたが! flttFN を 干 41よ S ん■だ W , Bfft 
た因にだり王 T * 

0 

すがに巧をのせた y かけち y しないで 
くださぃ。 

# E 五した ■ん A お じな 

① 

なや口 a な どからの cni ^ 上 ja わた g 巧 
で してく ださい- 

• A 山の SE にぉりけ* 

0 

巧吊年は本化めモ I ゴを■れないで < だ 

3い。 

■ピち. ムレち•んル山の田田に 

"け f - 

0 

t 田. 1 U の片理 U かの y 内て-化《しむ:いで 
ください。 

♦4]11わ秦4. ft * の S 田にかり J す。 


かキ入れぶ m 口を'すタイマーを，巧 J にし 
て 、ち込了うヴをコ ンでントから 巧い 
てください。 

UI た■化か SE じな W ± f , 

@ 

巧 W ホで巧 W 田を のみい 3 ちに、 ふわ、 
か#けのにホ を かけないて- < ださ |し、 

睾 t 甘： ja ピ no ち ||ん ■*? がはザ〇 ち y す 4* 
が ft ■け f. 

(D 

ふた、 ホ.巧け血. mm . .坦目あさ‘ Ml、 
ぞけ皿..坛 S 3 巧な水巧いしないで 
くどまい。 

•iN 神*か SE じ。•け f . 


ふた，水«けのに!1|1理なホをな]えたり， 
巧をあてた, か しないでくださし、 

曇巧な 5 J ピ H れたり，占■のした‘り，■曲がけが 
れた WT 古 >が?6り f T * 

導) 

ま ft のみし非 Jf t 水のかか々！* F かこみ ■ しない T ください。 

* さ がの A 壬 りお* t 化によツ j . T を * ザ电 y ?す。 

巧のような 時には、 たビ ちに巧巧を中止して曲巧な A お申しせ けください。 



■在用中、去込ブラヴ由 TSffi にわ < なったとき。 （K:7 田て JSi 上.丰てさわもと々けどし f うな》さ ） 
31 —ドのな*の13がれ、«など affi が巧められた巧。 

■タイ7-の B 巧 A 口 FR ホな0。 

■その任か、いつもと迪53巧な#:巧になった巧。 

なお' 9#や巧百，田巧は■巧の Si 因Iこを y ますので培巧にホみめください。 

























2. 各部のなまえ 



ヒンジ宙 


タイマーつまみ 

"JAM* イ 'ー ザ Hjnm 
IBS レ I [• 


巧財き巧形プレート 


巧巧巧 


上城 T 


本巧巧つ丰 


下ヒー々一 


ザの巧 


反 W な- 


上ヒータ ー 


とたミ 


： ^ ；力 = 垃田 6 

上 TiTSfllTi ピ -f— 
t 田 U ■ 王 tf > 


ふた 


-尚なフィルター 

か . 1T い t と ff ■ こ山 4 
HlpiWMItTT , 

-ガ 5 ス巧 

.I かしけ + 


ふた吸つ手 

ぶで円 hwMjni 二 

K し化 


パ巧けの 

し ". 

本巧 


卜 


3.仕 様 



AC1 DQV 口0/扣化お用] 

用き拥上下|«巧 

反ちま (12mm): 

をなお《史力 

1200 W 

コードの "R を 

1.2 M 

巧きちす 

巧面なき 

重 S 

Mkg 

巧き巧寸法 

190mm 350mm 

かお寸法 

&570irtri V 巧がめ™)^ S さ2咖111 

^け s 品 

病き巧-平面プレート-巧おき巧おプレート 

，細目巧きお j 


- 3 ^ 


















































4 . 正しい使い方 


料理方法 


1ぶ甜のが巧を巧泣します。 

■ふたけ KSI こヒンジ冊にはまっていをかそ巧比し T ください。 

■J： ヒーターけ，上ヒーターま舌Iこ巧 SI こセ |.r 卜され T いをかな化してください。 
■タイマーが「のIこなつていることを H 比しくださし、。 


2.?J< をけ皿に?}:を A れ まず。 

モわの肝に日 DDCC のホを A れます。 

なく玲にも巧の出方がでなくなります* 
また、わ手入れちしかすくなります* 


W ホ正 C ずださぃ1 


まホ曲》の [I 因になり王す ■. 

sf みす，バ ' 田 6 をこ ^^ なぃで < だ # し、バ 8: け [11 を ]|| さ 1*<'>^ jWciatifSuWtygt, 



3.差込ブラグをコンセントに差し込みまず。 


か «边プラヴは化 R 壬でこ#レな A ■で< ださし、 

山 «し化みが：^^^^かった y 中¢かったかす 5 占， 

を g コンセン h り!! A 了ラヴが.>もなり I ，め！#因 tk リ S す。 



4.予がします。 { 約5分な） 

■ふたを品に、円]面巧さじのリ拍: t でタイマーをいつたん fl 田 JW 上回し 
4~&の中 ra にろわせ T、 6’分 ra 于ホします。[モの R， まだホ.1壬んれません0 


■タイ了一つまみが切； J の泣■まで R つて手ーンヒ S が T れI J 子脚王居 T です。 
-のめでお巧 L 、のと志ヒーターか ら g が出みことがホりますが， 


さび止めか理じよるもので、 ** ではホ y ません。 


巨 SW 
さ he 田 ■ 



业 

'ま S 


■かす子! m してくたさい。 

♦5 巧 m け W 山上}モなしむいでくたさい。の g 田になりミす。 
♦ ws つイル々—が； nh てい i ■と、モ»®田!にがつィル々— aa から w た 
がで5す。わ手 A れ#口、ィルみ-のザ丹を上< とゥてください。 
■タイマーつ5*を田すと.、す。[ヒー々一がか<なり5す。す化や J . たの 
*33 に正わない T <たさい。 I わがを々けどの,因となり5す。 



だ Tt ど3い* 


5.巧きお、巧目巧きお、平面プ レー ト . 巧南き巧おプ レー トをセットします。 


■おをなホゃなを いも々どはな S W ， 巧 S — 中もちなどは巧目巧を W モご化甲くださし、。 
-おがくずれみすいブラタシ、わさ y の-占3；レ、巧 H ホイル巧 f モ wa すをホち 
まず巧をセツドレでザ面プレートをご记巧ください。 

■巧< もの>さじより巧を■がえレて占さをのがしてください。 

ち；！.. SAsi 田因 fecyt す inT 、 .もちの<^う'6なザ 
<すれみ T い わの申 HST 电 占を.. 上 ヒ ー t- に占が C いよなに ご'； It < だ fi'. 

■巧¥馬を巧 < と S 、 社目巧¥網をたットレで、 

J ： ふたステーを立で< ださい。 





































ん正しい使い方 


•いかを巧台、まザ、《目巧をのをセットして- 
いかをのせてから、 巧さのをいかの上にのせて < ださい。 
• K 旧 W 理をホる!*合、まずなさおをセットして巧さ W の上に 
平面プレートや巧!田さプレートをセットしてください。 

{□ リアシ ji ニューブッウ のへムシーレ シビをにして < だ S い] 



いか 

—け 



6肯;巧をのせます。 

-ふた左 ffl け、 S き *0 の上じみ左のせます* 

■ふなを田じ-タイマーをわ好み¢0時向に台わせて下さい。 

1 〇サ《下じ白^?甘る 1 *み 

タイマーを一な、 fioj が上回してから、左に R して台わせて下さい。ミち; ► 
loffu 上に Ab サる W さ 

タイマーをちに因!レ、#3のお ras ： さわ甘て下3い。 



-が S に E じ、タイマー n 時向に任せる W 升に孩から巧け A 台を - B 巧しで下さい。 


泣中で止めたい461主4ィ7-つまみをけ!] J のな ■ まで回してげ于ン J 1 と ちげする左 で}止 A T 下さい* 
■ タイマーつまみ力午切が5位■まで R ると.「チン J と S がして«巧が切れます。 


7-ヒーターを切り客えます。 

>巧巧にをわせて、巧おつ3みで上面。下面*巧面のいずれかに巧巧してください。 



5 . 調理の手引き 


焼き時間の I 


i 姑さ）^:めく王で目をでず。巧さ具台 5 «巧しむがら巧巧して<ださい。 


巧 ■ 

な 


職! 


妨 

" 

B ! •職 -1^ 

剛 


。口け3 U 

扫が EW ：1! お1-’ 

哪 

口 >マ 

m 

が M 

30 


い W 

1# 

が《 

S 


リも刊|>?が&30 

が*^1^化ブ'-卜 

7 

巧 

an 

か W 

18 


さリし 


甲 S ブレート 

8 


卜？ゥリ柄血9 

が拓む-卜 

6 

いわし 

巧 

が！！ 

9) 


ししゃ t 

1 ZJI 

適目巧さ ■ 

旧 


IH ? かけけかを 

S"W 讯ブ'-卜 

€ 

か 

1属 

が ■ 

" 


M * イ 141, 

^m 

A {さ ■ 

口 


が，: f h け' 

か*作;巧了'-卜 

7 

が 

3の 

が田 

10 


なけ 

日イン f 

平■プレート 

7 


r だむ l;Ufl 

ewR 广卜 

日 

か 

3¢ 


S 


■け 

巧 

4目が n 

の 


;。リぃ p 3 

fisinrr > -卜 

R 

立リ 

2田 

か H 

B 


ス W 

mg 

甲 S 了レート 

の 


ががい iAfl 

e …に-卜 

6 

化 i . 田 

巧 

が ■ 

1巨 


が川 

な 

巧 $■ 

ぶ 


叫93> 5】.け 

ん叶 

5 

"11! 

m 

が- 

$> 


M 巧わ 

1田 

が ■ 

巧 


巧 ミ m 

けが H プー ■卜 

6 

Mi 、 i ■わし 


C さみ AS 

12 


hi 

41 

■目； 

7 


|| 

. k 




■*«*?*^ 13 みし内けたい马.*?_ 1 がゥた>に丄! 1 *?に 13 リ*主て*?止げて 4 ださい- 
K 甲®ブレ—トブ — n す 左が， わす ftS fl 4 * セ;卜しでから甲 S ブレ—卜 t のせでご f ffl <だ f 川 
j 马 m 3H おホ tt によけ： B*-、 3 T めで I 出：!ち tJI - ながら HH して t ださい- 


A 

を 

度 


■ふた屯■けたと S , ヒ—ホ—が《4なぅでい4すので车で(11^なぃで下さぃ-や!少ビの《囚心な ! d il l 
■ Sg した ft はけ jU ん. 

■— M つィル4 — I い 4 巧 I こゴに < < するみので.に J とり >41 i せん, 

■ちちのようなおが<ザ h ホすいみのホる とお.と ヒーみ—た fen ないようたご互1 <だ f い. 


Vw 


J 






















































6，お手入れ 0 しかた 



保管のしかた 


•柏吊はおず A れほこ y 中 a ホホ n かないところ、 a # 曰光の由ら々いところ、 水のかからむい 
ところ I おなぴください。 

• 上に wt のせたままめ由しないでくだ S い。巧》の W 田になります。 


各部のはずしかた 


1ぶた 

>ふ世 E と ■« 立てた tU で£のの 
5由任：に9し51»化し*^- 
田上ヒ—サ—王王がと t ■田し， 

上ヒ—か—■■め ± f , 上に上け if , 

1[ヒ—申—や田 M E ■:つけなレようにで3里 C ださし 《L 



2巧が板 


ht を击五田けにし iT * 

■AW tJi たのガ7ス WIWE に f してらし i T * 
曇 A わ ft 上に H を上げま T * 


金 


ふたや I 5«巧はやわらかいも巧0上に ■ 
いてください。かたい t のの 上 T 巧 Hi す 
みと E おした y ■がつ t こ t がみ yJ す* 


s — _ 

"‘ み知、^ A 

,，ル。 E -j 

一 LI — I ガ，ス 上ヒ—甘—モ A 



3_ななフイルター 

みたに田 I レて*モ — ホし ST * 



ん水巧け皿 

• tl * の上じーサ ー t 立 T ttt « にし*す. 

雜下ビータに 3* レながらみ巧のち Ac なな吊に31 いてださい ■ 




ザが)81つてい古 HC みな*じレ T f ない T くだ S い， 
下ヒー々 一の 1からホが こ 吐れ4■ちザ A り主す， 


















































6,お手入れのしかた 


組み立てかた 



己の Jfi 方ま 〇 HIM 袖 

M g - ± 円 f 3 、 MU ホ W ブレー K (上 Afl )， 

甲■ブレ■卜 CTRSI . £日 S 0 ■し!:円 の…に 
が CRHLT < だ叫 
m ぶたを田わ> す* 


JUT . t はれ ■■ 4ないり■す ■ 
* A ご了 ♦もだを、、 


1.ホをけ皿 

—申 — f なでた ttl にし*申- 
度け M 下ヒー,^11：下ヒー,に 
ait ^ なザ ew のよウにな um こす巧 w&zttz t . 

2 Jtt 巧フイルター 




■ Tt-#-®n 


た fri に I 


【ご1■ルサ ー i 


■むけ！ 


•ホ Jit 中. nt * 吐*ら卜い t 田わ trz | kd < K > i 4 わ h 、 iL わた卜と 

n ■: B し hMI ± •■ク心こ 


3 巧お巧 

く ■し。の n モ上にレ. 

止 t — サー； E 王 tAW ■で±♦れ 
f わ!!*にげ占れ. 

■ fihis ホ A 3 イドち寸 I レ7たりと 

B £ しけ. 

M 上ヒー,一 i *. 由«ス*に itti 
巧むサ1136■辛■与にレ T S どか h 



が■クと，む f 

A 

1サん*^〇|«1^さい巧に5|«：11*任》こ 

化 

んで< だ*!■、+ 

ま ■ 

• EMAu^ipdt 上 Cbt な e & A ■で < だ？口誦 
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7* 修理を依頼される前に 


株®ミ巧巧される化にこの軟の說巧■をよ < お席みのう え下及の巧目 をな汝レていただ 
巧、 それでもを坦とをわれると田は、ご e 巧で挣巧なさらないで、が9い巧めのお K 店 
にご旧歡< ださい。 


をな 

な巧するところ 

タイマーつまみを回し 
てもおくならないとき 

- * 化ブラ グがコンセントにしっかりをし込*れています由、 

•ま込プラグの万ホ（ホ Mi のを«部 巧] がで型していませんか。 

巧きむらがホる 

-ヒーター由、らあい術巧曲度ちをがうすくむります。ホ中で A 
のな ■ を入れ«えるなど巧»をしてください。 

S がでる 

ホのホいみと防は、巧ける店に出る巧がヒー々一に a ち、をとな 
る A フィル々一ではかりされま せんぶのおが A ろるぬ■を 
みて、苗!のめ■を巧えてみて < ださい， 


‘方一な》のとき比 a ちに企田をや止お n い上けの JE 姑に.を fSSi し T 下さい* 

■■アフサーサービスについ T ご不#のとさ t モの他お旧リの 1 お n い.*めの JBft ちにわ田いろれせ<ださし、 

-ホの場 AI さなおではありませんのめ T お住いの少し.宝なた&の龍げ五にわいがとます* R 曲の .63 ヒ 
W に as 王まず* H なではちりません 


もアフターサービスについて 


1-巧进霧|地す「お■い上Iす申月日」と r 拓巧左ち J 寺用を•巧の店入及び肚巧内ををご度技して大切に 
巧け！してくださ Ik 

ZL 巧巧巧怕は，お*い上け日から1ザ m です。巧は i 拍曲中に《坦を保おされるとを吐お■い上げの店ホ 
巧までな化 ■ をち文て H 品をご持 ♦ <ださI k な迎■の巧ちじ巧って«涅いたします， 

3•冉な期類坦をの#巧こついても、お B い上げの*姑にご巧 BK ださい， »a によって、«化が MM 
でちわち巧のご SS によりちお»理いたします P 

4- この！!互の用世 g 巧占の ft を Man は口)を5#です， W ホ用粗皮お且とは.モのみ品な g 能を 
«冉す古ためにか史な巧品です， 

5.»品じ»^»!がある«合ににおをなご自#で#畳されたり.手を M えたりす古ことけです， ftM こ 
しむいでくた‘さI、 

5- アフ々ーサービスについてご不«ななは I お圍い上け巧度曲ち、まわは S せご巧が由□にわ田いさわだ 
くゼさ川 

が巧日本纖港ホザを化于110*扣16東巧泣お萊控お東 1 T 目24#1ち 

わを巧#巧タイヤル 03-3837-1 235 

ホ巧6«:月〜田■日叫巧 /i 巧一巧比日■-古：日は占な*5 
http: か WWW. じ anntujenjp 
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